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１．はじめに 
米国では1994年頃から、日本では1996年頃か
ら実施されて来たインターネットリサーチは、安

い、早い、簡単という理由から急速に普及し2007
年にはアドホック調査手法の過半数を占めると見

られている。この10年間で、インターネットリサ
ーチがもたらした効用としては、圧倒的なコスト

パフォーマンス、調査期間の短縮、誰でも簡単に

できる事から市場調査の裾野の拡大などが挙げら

れる。昨今、インターネット調査ならではの新た

な調査手法や分析方法が確立され1）、調査精度の

向上という点でも注目されている2）。 
一方、様々な質問方式や形式を採用する事が可

能なネット調査だが、その質問形式による回答差

異についての学術的研究は充分とは言えず、評定

尺度法のカテゴリ数や実際の数値との関係、両側

尺度と片側尺度の差異、尺度の言葉の違いが結果

に与える影響などについては明らかになっていな

い。 
２．目的 
 アンケート調査においては、5 段階評価等の評
定尺度法がよく使われる。大小を聞く場合に、大

きいかどうかについて、「非常にそう思う」から

「全くそう思わない」までの5段階を用いる場合
もあるし、「非常に大きい」から「非常に小さい」

という対極の形容詞を用いて聞く場合もある。で

は、この時の「非常に大きい」「やや小さい」とい

うのは、具体的にはどれくらいの大きさなのであ

ろうか。 
 本研究では、Ｎ段階評価における質問形式の違

いによる回答の違いや、定量的関係を把握する事

を目的とした。 
３．調査概要 
3.1 調査方法 
・調査方法：インターネットWeb調査 
・調査対象者：インタースコープ社保有のスコー

プNet会員より、15～59歳男女20,000人を無作
為抽出し、性年代で割り付けをした上で調査を

依頼し、回答者はランダムに A、B、Cの 3パ
ターンの調査に分岐する様にした。調査は、グ

ループ毎に性年代ごとの規定目標数に達した段

階で締め切った。 
・調査時期・地域：2005年7月1日～5日・全国 
・分析に用いたサンプルサイズ：2,469 
・サンプル構成：性・年代別に8層設定、各層の
サンプルサイズを各グループ50とした。 

3.2 調査内容 
① 識設問における4段階、5段階、7段階評定尺
度法による回答結果の差異 

② 頻度、期間を表す尺度と実際の数値の関係 
③ ロゴのイメージ評価における両側尺度法と片

側尺度法、複数選択法による回答結果の差異 
3.3 調査画面 
① 意識設問における４、５、7段階評定尺度 

図1 4段階評定尺度 

図2 5段階評定尺度 

図3 7段階評定尺度 



③ ロゴ評価における両側、片側尺度と複数選択 

図4 両側尺度 

 

図5 片側尺度 

 

図6 複数選択 
３．結果概要 
① ギフトに関する意識設問における 4 段階、5
段階、7段階の差異は、4段階のポジティブ、ネガ
ティブで分けられる位置が、奇数段階のどちらと

も言えないのほぼ中心に位置し、4、5段階より7
段階のほうが、そう思う以上の比率が大きくなる。 
②  ギフトを送る金額、頻度などは評定尺度に対
して指数的な挙動を示す。「普通に」というコトバ

は頻度においてはかなりより大きい尺度だが金額

に関しては中間的位置づけであった。 
③  ロゴイメージ調査における両側尺度と片側
尺度の違いは片側尺度のほうがどちらとも言えな

いが少なくなり、両端尺度が大きくなる。複数選

択の傾向は同じだがそう思うチェック数は小さい。 
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図7 プレゼントに年間使う金額 
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図8 ギフトを贈る頻度 
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図9 最近プレゼントをもらった時期 
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図10 両側尺度と片側尺度、複数選択の違い 
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